
プリックナー周期の解析

し，現在の結果からみると，35年周期の存在は非常に確

からしく，現象的には極地方の高気圧が35年周期で強く

なったり，弱くなったりするために生ずるとみてよいよ

うに思、われる．

　なお，本研究に際し，資料の収集，計算にっいては山

下脩二氏，羽柴順子嬢のお手伝いをえ，図のトレースは

常岡好枝夫人の手を煩わした．また，経費の一部は，文

部省の「異常気象の綜合的研究」に対する科学研究費の

一部を使用した．これらの方々に厚く感謝の意を表した

い．
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　　理事会だより
く第7回（14期）常任理事会＞

日時：1月10日15時～19時

場所：気象庁第3会議室

出席者：神山，大田，桜庭，岸保，北岡，畠山，根本，

　　　　小平，朝倉，藤田

報　告

　1．地物連合の昭和42年度文部省学術奨励審議会科学

　　　研究賞等分科会委員候補はつぎの2氏に投票を発

　　　送した．

　　　　水上　武（日本火山学会）

　　　　田村雄一（日本地球電磁気学会）

　2．　講演企画（吉野代理，朝倉）

　　　　仙台におけるシンポジウムは「熱帯気象につい

　　　て」おこなう．司会者は山本義一，話題提供者：

　　　柳井迫雄，渡辺和雄，浅井富雄．

　　　　国際大気電気会議（畠山理事）

　　　　国内組織委員は委員長　田村雄一，事務局長

　　　　　石川晴治，以下22名で構成する．

　　　　この中に実行委員会を設ける．全体の会議の

　　　　Chaimanは、コロニツチ，副のChairmanは

　　　　　田村雄一．

3．地物研連（岸保理事）

　　（1｝気象分科会で国際会議出席者のリストをえら

　　　　んだ．IUGG総会，高層大気，数値予報な

　　　　　ど．

　　12）W・M・O・の台風センターは東京にできること

　　　　が望ましい．

1967年2月

　　　（3）GARP計画は第1次案を検討し，従来のよう

　　　　　な個別的な計画でなく，土佐沖近辺において

　　　　　下層2kmまでの熱および運動量輸送の観測

　　　　　をする。これが成功したら，マーシャル沖の

　　　　　観測をする．

　　　　　　第2次案r土佐沖の観測」の成案ができた

　　　　　ら，天気にのせて，会員に知らせる．

議　決

　1．ICSUの寄附金について

　　　　荻原委員長に学会の意向を伝えたが，文書は出

　　　したくない意向のようであった．再度，委員長と

　　　話し合いして必要なら寄附する．

　2．天気の投稿規定について

　　　　一部訂正のうえ，原案通りに決った．

3．気象学会の運営について

　　　　北岡理事より，作業委員会がまとめた，改正意

　　　見問題点を説明した．この件については，さら

　　　に全国理事会に提案し，地方理事および評議員の

　　意見を聞く，この会議に出す原案は，北岡，朝倉

　　理事が作成する．

4．新入会員を承認した．

訂正　Vo1・14・No・1，8頁右欄新入会員のうち，

　　　2442B杉山清春同上〃
　　　　を削除する（2252と重複のため）
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